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乳児期は、鶏卵・牛乳・小麦が多く、 幼
児期になると魚卵・落花生・木の実類で
新たに発症する例がみられ、学童期から
は甲殻類や果物類が多くなります。

食物アレルギーの治療の基本は、正しい診断に基づいて、必要最小限の原因食物を除去
することですが、子供のアレルギーを心配するあまり、思い込みで食物の除去をしている
例もみられます。誤った判断で除去を行うと、栄養が偏り、子供の発育・発達に影響を与え
ることがあります。食物アレルギーかもしれないと思ったら、医療機関を受診し、適切な治
療を受けましょう。
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東京都ではアレルギーに関するポータルサイト「東京都アレルギー情報 navi.」を開設しています。アレル
ギー疾患のある方をはじめ、医療関係者や保育施設の職員の方など、様々な方に向けた総合サイトです。
　　　　　　アレルギー疾患に関する様々な情報をわかり易くお伝えします。


